
(57)【要約】

【課題】　本発明は、インピーダンスの値を容易に変更

可能で、広い実装面積を必要とせ

ずにインピーダンスをアース配線自体に設けることがで

きると同時に、輻射された雑音成

分が隣接信号配線を伝送する電気信号等への干渉を及ぼ

すのを抑制することができるプリ

ント配線基板を提供することを目的とする。

【解決手段】　アース配線６には、零でない所定のイン

ピーダンスの値を持つ抵抗素子７

、コンデンサー素子８及びコイル素子９が設けられてい

る。また、アース配線６の両終端

部には、アースビア１０、１１がそれぞれ設けられる。

信号配線４からアース配線６に雑

音成分が重畳することになり、アース配線６を雑音成分

Ａが伝わっていく。抵抗素子７は

この雑音成分Ａの振幅を小さくすることができる。また

、コンデンサー素子８及びコイル

素子９は、雑音成分Ａと雑音成分Ｂの位相を調節し重ね

合し互いの振幅を打ち消すように
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
基 板 と 、
　 前 記 基 板 に 配 置 さ れ た 信 号 配 線 と 、
　 前 記 信 号 配 線 に 隣 接 す る よ う 前 記 基 板 に 配 置 さ れ た ア ー ス 配 線 と 、
　 前 記 ア ー ス 配 線 の 両 終 端 部 に 配 置 さ れ 、 前 記 ア ー ス 配 線 に 重 畳 す る 雑 音 成 分 を
逆 相 反 射 さ せ る ア ー ス と 、
　 前 記 ア ー ス 配 線 に 接 続 さ れ る よ う 前 記 基 板 に 配 置 さ れ 、 前 記 信 号 配 線 か ら 発 生
し 前 記 ア ー ス 配 線 に 重 畳 す る 雑 音 成 分 を 消 費 さ せ る 抵 抗 素 子 と
を 具 備 し た こ と を 特 徴 と す る プ リ ン ト 配 線 基 板 。
【 請 求 項 ２ 】
基 板 と 、
　 前 記 基 板 に 配 置 さ れ た 信 号 配 線 と 、
　 前 記 信 号 配 線 に 隣 接 す る よ う 前 記 基 板 に 配 置 さ れ た ア ー ス 配 線 と 、
　 前 記 ア ー ス 配 線 の 両 終 端 部 に 配 置 さ れ 、 前 記 ア ー ス 配 線 に 重 畳 す る 雑 音 成 分 を
逆 相 反 射 さ せ る ア ー ス と 、
　 前 記 ア ー ス 配 線 に 接 続 さ れ る よ う 前 記 基 板 に 配 置 さ れ 、 前 記 信 号 配 線 か ら 発 生
し 前 記 ア ー ス 配 線 に 重 畳 す る 雑 音 成 分 の 、 前 記 ア ー ス 配 線 上 に お け る 伝 送 特 性 を 変 化 さ せ
る コ イ ル 素 子 と
を 具 備 し た こ と を 特 徴 と す る プ リ ン ト 配 線 基 板 。
【 請 求 項 ３ 】
基 板 と 、
　 前 記 基 板 に 配 置 さ れ た 信 号 配 線 と 、
　 前 記 信 号 配 線 に 隣 接 す る よ う 前 記 基 板 に 配 置 さ れ た ア ー ス 配 線 と 、
　 前 記 ア ー ス 配 線 の 両 終 端 部 に 配 置 さ れ 、 前 記 ア ー ス 配 線 に 重 畳 す る 雑 音 成 分 を
逆 相 反 射 さ せ る ア ー ス と 、
　 前 記 ア ー ス 配 線 に 接 続 さ れ る よ う 前 記 基 板 に 配 置 さ れ 、 前 記 信 号 配 線 か ら 発 生
し 前 記 ア ー ス 配 線 に 重 畳 す る 雑 音 成 分 の 、 前 記 ア ー ス 配 線 上 に お け る 伝 送 特 性 を 変 化 さ せ
る コ ン デ ン サ ー 素 子 と
を 具 備 し た こ と を 特 徴 と す る プ リ ン ト 配 線 基 板 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 電 子 部 品 を 実 装 し た プ リ ン ト 配 線 基 板 に 関 し 、 特 に 、 雑 音 輻 射 に よ る 隣 接 信
号 配 線 、 周 辺 回 路 及 び 周 辺 電 子 機 器 へ の 干 渉 を 抑 制 す る た め の 対 策 を 講 じ た プ リ ン ト 配 線
基 板 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 か ら 、 電 子 部 品 を 実 装 し た プ リ ン ト 配 線 基 板 に は 、 電 子 部 品 間 を 繋 ぎ 、 電 気 信 号 を
伝 送 さ せ る 配 線 か ら 輻 射 さ れ た 雑 音 成 分 に よ っ て 、 そ の 周 辺 回 路 や 周 辺 電 子 機 器 、 特 に 隣
接 信 号 配 線 を 伝 送 す る 電 気 信 号 に 干 渉 を 及 ぼ す と い う 問 題 が 有 り 、 そ の た め 、 こ の プ リ ン
ト 配 線 基 板 を 使 用 す る 電 子 機 器 全 体 の 性 能 劣 化 等 を 引 き 起 こ し て い た 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 こ の 性 能 劣 化 等 の 問 題 を 防 ぐ た め 、 雑 音 成 分 を 輻 射 す る 配 線 を 囲 む よ う に ア ー ス 配 線 を
配 置 ／ 配 線 す る 設 計 手 法 が 用 い ら れ て い る 。 し か し 、 雑 音 成 分 を 輻 射 す る 配 線 を ア ー ス 配
線 で 完 全 に 囲 む こ と は 、 配 線 が 複 雑 に 入 り 組 ん だ 電 子 機 器 の 基 板 に お い て は 困 難 な こ と で
あ る 。 ま た 、 不 十 分 な ア ー ス 配 線 は 、 時 に 、 雑 音 成 分 の 輻 射 を 助 長 す る お そ れ も あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 ま た 、 雑 音 成 分 を 輻 射 す る 配 線 や 隣 接 信 号 配 線 に 抵 抗 素 子 や コ ン デ ン サ ー 素 子 を 設 け る
こ と で 、 雑 音 成 分 の 輻 射 を 抑 制 す る こ と が で き る が 、 こ の 素 子 値 が 適 切 で な い と 、 基 板 に
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実 装 さ れ た 電 子 部 品 間 を 伝 送 す る 電 気 信 号 が 正 確 に 伝 達 さ れ ず 、 回 路 が 正 常 に 動 作 し な い
と い う 不 具 合 が 発 生 し て し ま う こ と が あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 一 方 、 輻 射 さ れ た 雑 音 成 分 を 抑 制 す る た め に 設 け ら れ た ア ー ス 配 線 は 、 信 号 配 線 と 対 を
成 し 信 号 を 伝 送 す る 目 的 で 配 線 す る も の と は 異 な り 、 隣 接 す る 配 線 を 伝 送 す る 電 気 信 号 か
ら 輻 射 さ れ た 雑 音 成 分 を 抑 制 す る た め に 配 置 ／ 配 線 し て い る も の で あ る た め 、 ア ー ス 配 線
自 体 に 輻 射 さ れ た 雑 音 成 分 を 抑 制 す る た め の 工 夫 を 施 し て も 回 路 性 能 に 悪 影 響 を 及 ぼ す こ
と は な い 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 従 っ て 、 雑 音 成 分 を 輻 射 す る 配 線 に 隣 接 し て 配 置 ／ 配 線 さ れ る ア ー ス 配 線 に 工 夫 を 施 す
こ と で 、 輻 射 さ れ た 雑 音 成 分 を 効 果 的 に 抑 制 で き れ ば 理 想 的 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 そ の 一 例 と し て 、 ア ー ス 配 線 に 格 子 状 の パ タ ー ン で イ ン ピ ー ダ ン ス を 形 成 す る こ と で 輻
射 さ れ た 雑 音 成 分 が 隣 接 信 号 配 線 を 伝 送 す る 電 気 信 号 に 干 渉 を 及 ぼ す の を 抑 制 さ せ 、 前 述
の 問 題 に 対 す る 対 策 が 行 わ れ た も の が あ る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ 参 照 ） 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 １ １ － １ ７ ３ ０ ４ 号 公 報 （ 第 ２ － ３ 頁 、 図 １ ）
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 し か し 、 特 許 文 献 １ に 記 載 さ れ て い る プ リ ン ト 配 線 基 板 で は 、 格 子 状 の パ タ ー ン を ア ー
ス 配 線 に プ リ ン ト 配 線 す る の で 、 一 度 設 定 さ れ た イ ン ピ ー ダ ン ス の 値 を フ レ キ シ ブ ル に 調
節 す る こ と が 困 難 で あ る 。 ま た 、 格 子 状 の パ タ ー ン を 形 成 す る に は 、 よ り 広 い 実 装 面 積 を
必 要 と す る た め 、 小 型 化 を 図 る 電 子 機 器 の プ リ ン ト 配 線 基 板 に は 不 適 切 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
そ こ で 、 本 発 明 は 、 イ ン ピ ー ダ ン ス の 値 を 容 易 に 変 更 可 能 で 、 広 い 実 装 面 積 を 必 要 と せ ず
に イ ン ピ ー ダ ン ス を ア ー ス 配 線 自 体 に 設 け る こ と が で き る と 同 時 に 、 輻 射 さ れ た 雑 音 成 分
が 隣 接 信 号 配 線 を 伝 送 す る 電 気 信 号 等 へ 干 渉 を 及 ぼ す の を 抑 制 す る こ と が で き る プ リ ン ト
配 線 基 板 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 上 記 目 的 を 達 成 す る た め に 、 本 発 明 に よ る プ リ ン ト 配 線 基 板 は 、 基 板 と 、 前 記 基 板 に 配
置 さ れ た 信 号 配 線 と 、 前 記 信 号 配 線 に 隣 接 す る よ う 前 記 基 板 に 配 置 さ れ た ア ー ス 配 線 と 、
前 記 ア ー ス 配 線 の 両 終 端 部 に 配 置 さ れ 、 前 記 ア ー ス 配 線 に 重 畳 す る 雑 音 成 分 を 逆 相 反 射 さ
せ る ア ー ス と 、 前 記 ア ー ス 配 線 に 接 続 さ れ る よ う 前 記 基 板 に 配 置 さ れ 、 前 記 信 号 配 線 か ら
発 生 し 前 記 ア ー ス 配 線 に 重 畳 す る 雑 音 成 分 を 消 費 さ せ る 抵 抗 素 子 と を 具 備 し た こ と を 特 徴
と す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 本 発 明 の プ リ ン ト 配 線 基 板 に よ れ ば 、 イ ン ピ ー ダ ン ス の 値 を 容 易 に 変 更 可 能 で 、 広 い 実
装 面 積 を 必 要 と せ ず に イ ン ピ ー ダ ン ス を ア ー ス 配 線 自 体 に 設 け る こ と が で き る と 同 時 に 、
輻 射 さ れ た 雑 音 成 分 が 隣 接 信 号 配 線 を 伝 送 す る 電 気 信 号 等 へ の 干 渉 を 及 ぼ す の を 抑 制 す る
こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 以 下 に 、 本 発 明 に 係 る 電 子 回 路 基 板 の 実 施 の 形 態 を 、 図 １ を 参 照 し て 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 図 １ は 、 本 発 明 を 適 用 し た プ リ ン ト 配 線 基 板 を 示 し た も の で あ る 。 本 実 施 の 形 態 で は 、
図 １ に 示 す よ う に 二 つ の 電 子 部 品 を 基 板 上 に 実 装 し 、 こ れ ら を 電 気 的 に 接 続 し た 場 合 を 例
に 挙 げ て 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
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　 図 １ に 示 す プ リ ン ト 配 線 基 板 は 、 基 板 １ に 電 子 部 品 ２ と 電 子 部 品 ３ が 実 装 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
こ の 電 子 部 品 ２ と 電 子 部 品 ３ の 間 で 双 方 向 又 は 単 一 方 向 に 電 気 信 号 を 伝 送 さ せ る た め に 、
信 号 配 線 ４ 及 び 信 号 配 線 ５ が 基 板 １ に プ リ ン ト 配 線 さ れ て い る 。 信 号 配 線 ４ を 伝 送 す る 電
気 信 号 か ら 雑 音 成 分 が 輻 射 さ れ た 場 合 、 こ の 輻 射 さ れ た 雑 音 成 分 は 、 信 号 配 線 ５ を 伝 送 す
る 電 気 信 号 に 干 渉 を 与 え る 。 ま た 、 輻 射 さ れ た 雑 音 成 分 は 、 こ の 信 号 配 線 ５ を ２ 次 雑 音 源
と し て さ ら に 雑 音 輻 射 を 発 生 さ せ る 。 こ れ ら の 現 象 に よ り 、 輻 射 さ れ た 雑 音 成 分 は 電 子 部
品 ２ 、 電 子 部 品 ３ 及 び そ れ 以 外 の 配 線 や 電 気 回 路 に も 影 響 を 与 え て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 こ れ ら の 輻 射 さ れ た 雑 音 成 分 を 抑 制 す る た め に 、 信 号 配 線 ４ に 隣 り 合 う よ う に ア ー ス 配
線 ６ が 基 板 １ に 配 置 ／ 配 線 さ れ て い る 。 こ の ア ー ス 配 線 ６ に は 、 零 で な い 所 定 の イ ン ピ ー
ダ ン ス 値 を 持 つ 抵 抗 素 子 ７ 、 コ ン デ ン サ ー 素 子 ８ 及 び コ イ ル 素 子 ９ が 設 け ら れ て い る 。 ま
た 、 ア ー ス 配 線 ６ の 両 終 端 部 に は 、 ア ー ス ビ ア １ ０ 、 １ １ が そ れ ぞ れ 設 け ら れ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 上 記 構 成 に お い て 、 ア ー ス 配 線 ６ は 信 号 配 線 ４ と 雑 音 輻 射 帯 域 に お い て 電 磁 界 結 合 し 、
こ の 電 磁 界 結 合 に よ っ て 信 号 配 線 ４ か ら ア ー ス 配 線 ６ に 雑 音 成 分 が 重 畳 す る こ と に な り 、
ア ー ス 配 線 ６ を 雑 音 成 分 Ａ が 伝 わ っ て い く 。 こ の 雑 音 成 分 Ａ は 、 ア ー ス ビ ア １ ０ 、 １ １ に
お い て 逆 相 反 射 し 、 ア ー ス 配 線 ６ を 雑 音 成 分 Ａ と は 逆 方 向 に 伝 わ る こ と に な る （ こ の 逆 相
反 射 し た 成 分 を 雑 音 成 分 Ｂ と す る ） 。 抵 抗 素 子 ７ は 、 こ の 雑 音 成 分 Ａ 及 び 雑 音 成 分 Ｂ の 振
幅 を 小 さ く す る こ と が で き る 。 ま た 、 コ ン デ ン サ ー 素 子 ８ 及 び コ イ ル 素 子 ９ は 、 雑 音 成 分
Ａ と 雑 音 成 分 Ｂ の ア ー ス 配 線 上 に お け る 伝 送 特 性 を 変 化 さ せ る こ と が で き る 。 具 体 的 に は
、 雑 音 成 分 Ａ と 雑 音 成 分 Ｂ の 位 相 を 調 節 し 重 ね 合 わ す こ と に よ っ て 互 い の 振 幅 を 打 ち 消 す
よ う に 作 用 さ せ 、 ア ー ス 配 線 ６ 上 に 定 在 波 と し て 存 在 す る 雑 音 量 を 小 さ く す る こ と が で き
る 。 以 上 よ り 、 信 号 配 線 ４ か ら 輻 射 さ れ る 雑 音 成 分 を 抑 制 す る 効 果 を 得 る こ と が 出 来 る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 従 っ て 、 本 実 施 の 形 態 に よ れ ば 、 信 号 配 線 ４ か ら 輻 射 さ れ る 雑 音 成 分 は 、 抵 抗 素 子 ７ 、
コ ン デ ン サ ー 素 子 ８ 及 び コ イ ル 素 子 ９ に よ り 抑 制 さ れ る た め 、 信 号 配 線 ５ を 伝 送 す る 電 気
信 号 等 に 干 渉 を 及 ぼ す の を 抑 制 す る と い う 効 果 を 得 る こ と が 出 来 る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 ま た 、 ア ー ス 配 線 ６ に は プ リ ン ト 配 線 で は な く 、 抵 抗 素 子 ７ 、 コ ン デ ン サ ー 素 子 ８ 及 び
コ イ ル 素 子 ９ が 設 け ら れ る の で 、 広 い 実 装 面 積 を 必 要 と す る こ と も な い た め 、 電 子 機 器 の
小 型 化 を 図 る の に 適 し て お り 、 イ ン ピ ー ダ ン ス の 値 を 容 易 に 調 整 す る こ と が で き る と い う
効 果 を 得 る こ と が 出 来 る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 図 ２ は 、 上 記 の 実 施 形 態 の 変 形 例 で あ る プ リ ン ト 配 線 基 板 の 実 装 図 を 示 す 。 こ の 変 形 例
で は 、 前 述 の 実 施 例 に お い て 直 列 に 接 続 さ れ た 抵 抗 素 子 ７ 、 コ ン デ ン サ ー 素 子 ８ 及 び コ イ
ル 素 子 ９ を 変 換 し て 、 並 列 に 接 続 さ せ て い る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 こ の 変 形 例 に お い て も 、 前 述 の 実 施 形 態 と 同 様 の 効 果 を 得 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 こ こ で 、 本 実 施 例 に お い て は 、 抵 抗 素 子 ５ 、 コ ン デ ン サ ー 素 子 ６ 及 び コ イ ル 素 子 ７ （ 以
下 、 各 素 子 と 称 す る ） を ３ 種 類 組 合 わ せ た 構 成 を 例 に 挙 げ た が 、 各 素 子 は 単 独 で 用 い ら れ
て も ２ 種 類 の 組 合 せ で 用 い ら れ て も よ く 、 そ の 配 置 の 順 番 及 び 直 列 接 続 で あ る と 並 列 接 続
で あ る と 問 わ な い 。 さ ら に 、 各 素 子 は 単 数 で 用 い ら れ て も 複 数 で 用 い ら れ て も よ い 。 ま た
、 ア ー ス 配 線 ６ に は ２ つ の ア ー ス ビ ア １ ０ 、 １ １ を 用 い た が 、 ア ー ス ビ ア は 単 数 で 用 い ら
れ て も 複 数 で 用 い ら れ て も よ く 、 そ の 配 置 箇 所 も 各 素 子 の 前 後 で あ る と 中 間 で あ る と 問 わ
な い 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 ま た 、 基 板 １ は 、 フ ェ ノ ー ル 樹 脂 、 ガ ラ ス エ ポ キ シ 樹 脂 等 か ら 成 り 、 電 子 機 器 等 に 用 い
ら れ る あ ら ゆ る 基 板 が 含 ま れ 、 ま た 、 ２ 層 基 板 で あ る と 多 層 基 板 で あ る と 問 わ な い 。
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【 ０ ０ ２ ４ 】
　 ま た 、 本 実 施 例 に お い て は 、 信 号 配 線 ４ 等 が 基 板 １ の 表 面 に プ リ ン ト 配 線 さ れ て い た が
、 基 板 １ が 多 層 基 板 で あ る 場 合 は 、 そ の 内 層 部 分 に プ リ ン ト 配 線 さ れ て も よ い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ５ 】
【 図 １ 】 本 発 明 を 適 用 し た プ リ ン ト 配 線 基 板 の 実 施 の 形 態 の 実 装 図 。
【 図 ２ 】 本 発 明 を 適 用 し た プ リ ン ト 配 線 基 板 の 実 施 の 形 態 の 変 形 例 の 実 装 図 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ６ 】
１ 　 基 板 、 ２ 　 電 子 部 品 、 ３ 　 電 子 部 品 、 ４ 　 信 号 配 線 、 ５ 　 信 号 配 線 、 ６ 　 ア ー ス 配 線
、 ７ 　 抵 抗 素 子 、 ８ コ ン デ ン サ ー 素 子 、 ９ 　 コ イ ル 素 子 、 １ ０ 　 ア ー ス ビ ア 、 １ １ 　 ア ー
ス ビ ア 、 Ａ 　 雑 音 成 分 、 Ｂ 　 雑 音 成 分
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フロントページの続き

【要約の続き】
作用させ、雑音量を小さくすることができる。
【選択図】　図１
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